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平成 20 年度かながわスポーツコンベンション開催概要 

 

１ 全体のテーマ 

「世界への挑戦」 

 

２ 開催日 

平成 20 年 10 月４日（土） 

 

３ 会 場 

  県立体育センター 

  〒251-0871 藤沢市善行７－１－２ 

 

４ 主 催 

  神奈川県教育委員会 

 

５ 内 容 

○シンポジウム 

   テーマ「世界への挑戦」 

    

コーディネーター 

     三好 智弘（かながわアスリートネットワーク：湘南工科大学附属高等学校教諭） 
    

パネリスト 

    発表１「ピンチはチャンス」 

具志堅 幸司（かながわアスリートネットワーク：日本体育大学教授） 
   

発表２「水泳を始めたきっかけと北京パラリンピックまで」 
「オリンピックとパラリンピックの違い」 
成田 真由美（かながわアスリートネットワーク：株式会社日本テレビ放送網） 

 
発表３「世界選手権を通して得たもの」 

山本 聖子（かながわアスリートネットワーク：株式会社スポーツビズ） 

     

発表４「北京オリンピックへの取り組みや経験したことについて」 

齋藤 春香（かながわアスリートネットワーク：株式会社日立製作所） 

 

○パネルディスカッション 

 

○メッセージ 
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シンポジウム 

 

（三好） 

皆さんこんにちは。本日は、かながわ

スポーツコンベンションにご参加いただき

まして、誠にありがとうございます。これ

だけ素敵なパネリストの皆様がいらしてい

ますので、今日はいい話が伺えるのではな

いかと思います。コーディネーターを務め

させていただきます、三好です。よろしく

お願いします。 
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この場に、私を含め５人のかながわア

スリートネットワークの皆様がいらっしゃ

いますが、かながわアスリートネットワー

クは、スポーツの世界で活躍した神奈川に

ゆかりのある選手、コーチの方々が結集を

して、神奈川のスポーツの発展、また皆様

方のスポーツをするきっかけづくりに寄与

または貢献していきたいと考えております。 

今回のシンポジウムですが、「世界への

挑戦」をテーマとし、パネリストの皆さん

に、スポーツを通して得ることができた貴

重な体験談を会場の皆様方に伝えていただ

くことにより、「スポーツの持つ魅力」を

共有し、改めて「スポーツの持つ可能性」

について、皆さんとともに考えていきたい

と思っております。 

パネリストの皆さんは、自分自身の限

界に挑戦していくために、血の滲むような 

努力とそれを支えるスタッフの献身的なサ

ポートや周囲の人々の温かい応援や理解が、

いかに大切なものであるか、身をもって感

じていらっしゃいます。そういった面から

も、大変興味深いお話が伺えるのではない

でしょうか。 

このシンポジウムを機会に、神奈川の

あらゆる県民の方々がスポーツに親しむき

っかけづくりとして、またこの会場にいら

っしゃるスポーツ指導者やスポーツ関係の

方々のこれからの活動の糧となるような、

豊かなスポーツライフの可能性について探

ってみたいと考えております。 

それでは、シンポジウムの進行でござ

いますが、パネリストの皆さんにはテーマ

について、お一人 10 分間ぐらいの発言を

いただきます。その後、お互いの発言内容

をもとにディスカッションをしていただき

ます。 

それでは、さっそくパネリストの皆さ

んにお話をしていただきます。まず始めに、

体操の具志堅さんよりよろしくお願いいた

します。 

 

（具志堅） 

皆さんこんにちは具志堅です。トップ

バッターを務めさせていただきます。テー

マは「世界への挑戦」とありますが、私は

17 年間、体操を続けて来ました。 

そして、現在全日本男子強化本部長という

ことで、今回の北京オリンピックには男子

監督として行ってまいりました。今日は教

え子の水鳥寿思選手が世界に向けて挑戦し

ていった話を報告させてもらいたいと思っ

ています。 

水鳥選手は静岡県の生まれでお父さん

が水鳥体操館の指導者でした。五男一女の

６人きょうだいの３番目です。水鳥選手は

非常に柔軟性がなく、関節も硬くお父さん



は指導者のプロですから、そんな水鳥選手

を見て、我が息子にこういう言葉を送って

います。「寿思、おまえは体操で大成する

素質がない。おそらく世界選手権、オリン

ピックに行けない選手だからお父さんは面

倒をみない」。我が息子を見捨てる言葉を

投げかけました。普通でしたらそこでしょ

んぼりしてやけくそになってしまうところ、

彼はそれをバネにしていきました。 

 

中学校を卒業後、水鳥選手は岡山県の

関西高校に進学しました。そして関西高校

で藤原先生のもとで３年間、基礎をみっち

り学び、トップレベルではなかったが、頑

張ってインターハイでそこそこの成績を取

って、日本体育大学に進学しました。 

私は彼を「鞍馬、鉄棒は 9.65 点くらい

を取るが、不得意の吊り輪はどうしても７

点台で８点に乗らず、好きな種目と不得意

な種目が両極端な選手」として預かりまし

た。私は彼の得意な種目にひかれて、チー

ムのメンバー、レギュラー選手として１年

生から試合に使いました。水鳥選手に「不

得意な種目は仕方がない一生懸命やればい

い。それより得意なものを伸ばしていこう

よ」と声をかけました。鞍馬、鉄棒は 9.5

～9.6 点を取りました。見事、期待に応え

てくれまして、インカレや大学の一番大き

い大会で優勝することが出来ました。 

大学１年生の時に全日本選手権が富山

県でありまして、彼は跳馬で「アカピア

ン」という技の着地で失敗しました。右足

の大腿骨を骨折しまして、富山県で約３ヶ

月間入院しました。その時、彼は体操をや

めようかと一瞬思ったそうです。ところが

私は彼の良いところをもっともっと伸ばし

てあげたい。ここで終わるような選手では

ないという思いがあったので「ピンチはチ

ャンス」だから、私自身も現役時代に怪我

をして、その時に基本的な体力をつけた事

によって、不得意なものが得意になったり、

得意なものがもっともっと得意になり、得

点をとれる経験をしていましたから、彼に

そのことを伝え、怪我から回復するまで三

ヶ月間一緒に過ごしました。彼は一生懸命

に筋力トレーニングに励み、見事に立ち直

っていきました。これが２回目の試練でし

た。お父さんから見放された１回目の試練、

２回目の試練は全日本選手権での怪我、そ

れを彼は克服しました。 

大学３年生になります。日本体育大学

の体育館が火災で燃えてしまいました。学

校開放で体育館を貸し出していたら小さい

子供がライターで遊んでいて、ウレタンマ

ットに火がついて、体育館が瞬く間に燃え

てしまいました。幸い怪我人はいませんで

した。ところが、私達の練習する場があり

ません。練習する場がない現状で、どうす

れば選手を鍛えていけるのかということで

悩み、今度は私が落ち込んでいきました。

オリンピックを目指して行く選手や日本代

表の選手を預かっていましたので、練習す

る場がないということほどつらい事はなか

ったです。「明日から練習場所を考えるか

ら、１日だけ練習を休ませてくれ」と頼ん

でマネジメントに徹しました。今乗ってい

る車も、その時に買い替えた中古の車です。

選手を出来るだけ多く乗せて、練習場所に

連れて行くことに努力しました。器具が整

い安全面の確保ができている一番良い条件

のところへ、レギュラー選手を連れて行く

わけですが、片道 50ｋｍの練習場所に行

くだけで３時間、混んでいると４時間、練
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習は２時間しか出来ません。６時間位練習

時間としているなか、その大半は移動に費

やしました。私は多分競技力が落ちるだろ

うと思っていました。ところが逆でした。

練習する時間が短いと遊びがなくなりまし

た。以前より技術が向上していきました。

私はびっくりしました。水鳥選手が教えて

くれました。「先生が運転している車のな

かで私達は一回も寝たことがないのですよ。

行きの車の中で、これからの練習のことを、

一生懸命考えているのです。」練習時間が

２時間しかありませんので、体育館に着く

と直ぐにウオーミングアップをして、練習

が終わる夜９時前には出なければいけませ

ん。帰りは１時間半くらいで帰ります。今

度は帰りの１時間半の中で、どんな練習を

したかを反省していたのです。 

世界に挑戦する時というのは「考える

力」、「思う力」、「やったことを振り返る

力」が大切であり、こうして課題を解決し、

勉強していくことであるということが、実

は私はわかりませんでした。彼がオリンピ

ックに行った時に始めて、「先生、あの車

の中で私達、色々な事を学んだのですよ」

と話してくれました。まさしく今回のテー

マである世界への挑戦をしていくためには、

「ピンチをチャンス」に変えていくことが

大切です。この後、皆様もお話しされると

思いますが、「積極的」、「否定しない」、

「肯定的」そういう捉え方が出来る人が、

おそらく強くなるのではないかと思います。 

彼が大学４年生の時、静岡県で全日本

選手権がありました。膝を怪我しまして、

もう立ち直れないだろうと思いました。１

年生の時に大腿骨骨折、３年生の時に体育

館が火災、大学４年生の時は膝の内側靱帯、

外側靱帯、十字靱帯の全てを切断してしま

った。そんな中でも彼は気持ちを大事にし

ながら「出来る事は何だろう」、「やらなけ

ればいけない事は何だろう」と考えながら、

出来る事を一枚、一枚薄い紙を積み上げて

行くように練習をしていきました。 

４年前のアテネオリンピックでは 28 年

振りの団体金メダルに貢献しました。その

時の吊り輪は 9．65 点でした。何年か前７

点台の選手が 9．65 点まで得点を稼げる選

手になりました。「努力するということは

こういう事だ」と彼らの姿勢から一番学ん

だのは私でした。あきらめたらダメなのだ

ということを彼ら選手から教わりました。 

火災の時の選手が日本の体操を支えて

くれました。中瀬選手も火災にあった選手

でしたし、２年前の世界選手権、ユニバー

シアードで活躍した桑原俊選手、森赳人選

手も日体大が火災にあった時の選手です。

日体大で練習出来なかった人達が日本の体

操を支えてくれました。「本当にありがた

いな、あきらめたらダメなのだ」というこ

とを彼らから学びました。 

 

（三好） 

ありがとうございました。 

我々は良い環境を求めて、そのよい環

境が人を育てることがあると思いがちです。

逆境の中でそれをどうチャンスに変えてい

くのか。具志堅さんが選手たちを引っ張っ

ていく力が一番大きいわけですが、それに

選手が応えて、考えて、イメージをふくら

ませていった結果ではないかと感じました。 

続きまして、水泳の成田さんよりお願

いします。 

 

（成田） 

ご紹介いただきました成田真由美です。

９月 19 日北京パラリンピックが終わって

帰国をして来ました。正直にいって、ま

だ、浦島太郎状態です。 

今回、メダルにとどきませんでした。

今まで金メダルを取るための練習をして

きました。直前になって北京に行ってか

らクラスを変えられ障害が一つ軽いクラ

スで泳ぐ結果となりました。飛び込む選



手もいれば、キックする選手もいて、そ

の中で３種目を泳いで全て５位という結

果になりました。悔いはないのですが、

くやしい思いは正直あります。 

日本は抗議してくれたのですが、その

抗議すら国際パラリンピック委員会は受け

入れてくれませんでした。どうしたらいい

か、このくやしさをどうしたらいいのか。

私は水泳にこのくやしさをぶつけなければ

いけないと思っています。当然水泳をやめ

る理由がないので、今日も体育センターの

プールで泳いで帰ろうかなと思っていると

ころです。 
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「 成 田 さ ん 、 昔 か ら 泳 げ た の で す よ

ね

始めたかと

い

げるよう

にな

使えるスポーツセンターは、

神

に、「車椅子

で

 

」とよくいわれます。でも実は泳げなか

ったのです。かなづちでした。小学校の６

年間に学校のプールに入ったのは実は１回

だけでした。それも、卒業アルバムの撮影

がプールであるからという事で入りました。

それ以外は、全部お腹が痛いといって、仮

病を持ち出し見学をしていました。私は水

が嫌いで怖かったのです。 

そんな私がどうして水泳を

うと、私は 13 歳の時に病気で足が麻痺

して、それから色々なスポーツを始めま

した。障害者が使えるスポーツセンター

で陸上の練習をしていた時に、障害のあ

る人から「成田さん 25ｍ泳げないかしら、

実はリレーのメンバーが一人足らないの

よ」といわれたのがきっかけでした。当

然、泳げない私は「すみません、泳げま

せん」と断りました。「その大会はどこで

あるのですか」と聞きました。そうした

ら「仙台であるのよ」といわれ、「えっ仙

台に私、行けるのですか」「もちろんそう

よ 」 と い わ れ ま し た 。 仙 台 に 行 っ た ら

色々な美味しいものが食べられると思い

オッケーをしてしまいました。 

1 ヶ月間練習して、どんどん泳

って仙台で開かれた大会に参加をした

ら、なんと個人種目の２種目で大会新記録、

金メダルをもらえました。ものすごく驚き

ました。一番自分が驚いたと思います。歩

ける頃に出来なかった水泳でまさか自分が

金メダル。その帰り道、今度は居眠り運転

の車に追突事故をされてしまいました。意

識不明のまま病院に運ばれ、今度は手にも

障害が増えてしまいました。右手はしびれ

たままで、左手の小指・薬指・中指の３本

が開かなくなってしまいました。私の泳ぎ

を良く見てもらうと右手はパーですが左手

はグーのままで泳いでいます。でも、その

時の金メダルとその事故がまた、さらに私

に拍車をかけて、アトランタのパラリンピ

ックに出てみたいと真剣に思うようになり

ました。 

障害者が

奈川県の中では新横浜しかありません。

もっともっと増えたらいいと思うのですが、

それが現状です。確かにそういうスポーツ

センターに行くと、同じ様な障害のある人

と楽しく泳ぐ事が出来ます。でも、競って

泳ぐ競泳はできないと私は思いました。そ

して、家の近くにある民間のスイミングス

クールに電話をしました。 

電話で入会を希望するとき

す」と明るくいってもだめでした。結果

的に６件断られました。「何で車椅子に乗

っていって、泳ぐ必要があるのですか」と

か「他を当たって下さい」とか色々な事を

いわれました。電話をガチャンと切られた
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る人がいると

信

して、その次のシド

ニ

て、

13

 

出

ーマンズという女性だ

け

こともありました。でも、そこで自分は負

けたくなかったのです。 

絶対私を受け入れてくれ

じて７件目、横浜市青葉区内にある横浜

サクラスイミングスクールのコーチが私の

事を受け入れてくれました。私は自分の障

害のこと、病気のこと全部いいました。良

かったのは私が水泳に対して全くの素人で

あった事でした。もし何か知識があったら、

コーチにいわれたことに対して、反感をも

ったかも知れません。でも、全くわからな

かったのでコーチのいう事を 100％信じて

練習をしました。 

アトランタに出場

ー大会の直前にお腹の手術をして、オリ

ンピックに臨みました。アテネ前は２年近

く入院して、どうにかしてアテネに臨みま

した。そして、今回は股関節の手術をして、

１年８ヶ月も入院しました。ちょうど去年

の今頃が３回目の股関節の手術をした時で

す。退院した 10 日後にワシントンの大会

に出て、北京の大会の標準記録を切る事が

出来ました。大会までの時間は短かったの

ですが、北京オリンピックに出たいという

目標があったから諦めないで、ここまで来

られたと思っています。諦める事は簡単だ

と思います。簡単に諦められる夢は目標で

はありません。「まだ泳ぐの？」とよくい

われます。でも、今の私にはやめる理由が

ありません。泳ぎたいから、泳ぐ事が好き

だから 38 歳といわれても、年齢は自分の

中では気になってはいません。出来ればロ

ンドンまで泳ぎたいという気持ちはありま

す。理不尽なクラス分けの中で泳ぐ事しか

出来ない。それでも自分は、目標を持ちな

がら続けていきたいと思っています。人か

ら「金メダリストだね」と評価される事が

あります。でも、私は結果だけで評価され

たくありません。結果ではなくその過程を

自慢したいと思います。そのオリンピック

までの４年間の間の部分、日々の部分を皆

さんに一番知ってもらいたいです。 

13 歳で病気と障害を与えてもらっ

年後の 26 歳の誕生日をアトランタの選

手村で迎える事が出来ました。そして、来

年 39 歳になりますけど本当に色々な事が

ありました。確かに足が動かなくなったと

か、手が不自由になったとかそれは実際の

ことですが、でも、私は失ったもの以上に

得た物の方がたくさんあり、いっぱいあり

すぎて重たいと思っています。それらを秤

にかける事は出来ないかも知れませんが、

私は絶対に得た物の方が大きくて、いっぱ

いあって、重たいと思っています。そして、

何よりも大嫌いな水泳が大好きになり、パ

ラリンピックで世界に行く事が出来ました。

障害があったから、たくさんの人達と

会える事ができました。私は本当にすば

らしい人生を送っていると思います。車椅

子だからこそたくさんの人から声を掛けて

もらえます。１日に「ありがとうございま

す」「すみません」「ありがとうございま

す」の言葉を多くかけられるようになった

のも、私が車椅子の生活になったからだと

考えています。 

実は私、明日ウ

のマスターズの大会に参加してきます。

35 歳から 39 歳までの人達と一緒に泳いで

きます。車椅子でも泳げるということや障

害者という前に一人の人間だという事を知

ってもらいたいです。多分、明日は同じ年

齢区分で 50ｍ自由形に 30 人～40 人の参加

者がいると思います。私は絶対にビリにな

りたくないです。ブービー賞を狙いたいで

す。先月も試合に出ましたが 19 人出場し

ていました。同じ種目に参加して、私は絶

対 18 番になりたいと思って、８人一緒に

泳いで私は７番になれました。これでブー

ビー確定したと思ったら、実はその８位に

なった人がフライングして失格になってし

まい、結局ビリになってしまいました。 

自分が出て行く事でたくさんの人に見
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て

く

個人的な事ですが、来月の始め

に

 

とうございます。４大会パラリ

ン

 

入って２日目にクラスを変えら

れ

（三好） 

泳ですが、障害があっても挑戦

し

して、レスリングの山本さんよ

もらいたい。車椅子だからこそ、隠さな

いでありのままの私を見てもらいたい。そ

して、見てもらった時に車椅子の人がこう

やって生活をしているとか、障害者スポー

ツに対して多くの県民の皆様に理解をして

もらって、私達のスポーツを多くの人達に

見てもらいたいと思っています。障害者で

車椅子に乗っていますが、障害者という前

に一人の人間であって、足が動かないだけ

で、水泳が好きで泳ぎ続けている人がいる

という事や、皆さんが思うほど決してかわ

いそうな人ではなくて、こんなに車椅子で

エンジョイしている人がいるということを

理解していただきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多分、成田真由美の挑戦はまだまだ続

と思いますが、生きているからこその挑

戦だと思います。人間には、必ず終わりが

死という形で来るけどでも、私は生きてい

く以上、挑戦し続けていきたいと思ってい

ます。 

本当に

手術をします。それは泳ぎ続けるためで

もあります。手術して治るということは幸

せなことです。手術をしても治らない難病

をかかえている多くの人たちに向けて、自

分が動く事で何かメッセージを伝えていき

たいなと思っています。 

 

（三好）

ありが

ピックを経験し、今回障害のクラスを一

つ変更させられて、精神的にもかなり辛い

ところがあったと思いますが、成田さんの

モチベーションの保ち方はどんな方法なの

でしょうか。 

 

（成田）

北京に

てしまって、すごくくやしい思いをして、

監督の前で大泣きをしてしまいました。泣

いてもクラスは変わらないので、自分の気

持ちの中で切り替えていくことが必要だな

と思いました。自分の気持ちを切り替えれ

ば、周りに迷惑をかけないし、女子キャプ

テンとしてみんなを引っ張っていかなけれ

ばいけない役割もあると思いました。とに

かく、この大会は泳げるだけで幸せだなと

思うようにしました。去年の今頃は寝たき

りだったことを思って、気持ちを切り替え

ました。皆さんが思うほど強くはないです

けれども、ただ単純に感謝をしたいという

気持ちです。水泳をさせてくれた仲間や私

を引き受けてくれたコーチ、今を支えてく

れている家族のおかげで、今私はここに生

きているという実感が持てていることで前

向きになれています。今回のクラス分けは

納得いかないが、いつまでもクラス分けの

ことをいっていても自分は進歩しないので、

自分は水泳を続けていくことが大切だと思

っています。 

 

私も水

ていく姿に、同じスイマーとして感動し

ます。成田さんの話の中に、「障害を与え

てもらった」なんて一言があったのですけ

ども、障害を神から与えられたものとして、

自分の中で吸収していることに感激してい

ます。すごいアスリートだなと尊敬してい

ます。 

続きま
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り

山本） 

の頃からレスリングを始めました。

て、父

は

 

れを見かねた父が、きっと私はもう

レ

というのはな

か

勝

ち

お願いします。 

 

（

私は５歳

きっかけは、父がミュンヘンオリンピック

のレスリング代表の選手だったことでした。

私のきょうだいは一番上に姉の美憂がいて、

二番目に兄の山本徳郁がいます。 

男の子にレスリングをさせたく

兄を知り合いのレスリング道場に通わせ

ることになりました。私の家族は誰か一人

が通うのであれば家族みんなが付いて行く

という家族で、私もいつも付いて行きまし

た。付いて行くだけだとつまらないので姉

も私もレスリングを始めました。５歳から

初めて小学校のある時期まで本当に弱くて

練習もしない、ただ友達に会うのが楽しく

て道場に通っていました。マット運動とか

最後にやるハンカチ落としをやるだけがほ

とんどでした。私は結構大きかったのです

が、試合に出ても１回戦負けでした。でも、

試合に負けても３人しかいないから３位で

メダルを貰ったりとか、いつもそういう感

じでした。 

 

そ

スリングをやりたくないのだろうと思っ

たらしく「もう、辞めてもいいよ」といい

ました。それが小学校４年生の時でした。

その時、初めて「これはヤバイ辞めさせら

れてしまう」と思い、次の日からけっこう

真剣に、男の子ともスパーリングをするし、

自分よりも大きい子ともスパーリングをす

るようになりました。でも、練習しても中

学生とか同じ世代ではチャンピオンになれ

ましたが、全日本とか、大人の人達の中に

入ると全然勝てなくて・・・。そのころ、

一番上の姉が世界チャンピオンでしたので

「美憂の妹、美憂の妹」といつもいわれて

いました。でも、弱くて負けて歓声があが

ったりしても無視して・・・。今思うとい

やな気分になっても当たり前だと思います

が、全然気にしなくて来られたのが本当に

幸せだったと思います。 

中学生の頃はレスリング

なか部活動がなくて、私は女子校でした

のでさらにありませんでした。父が勤めて

いる日体大の道場で、日体大のレスリング

部の人が練習して、それが終わってから私

達が使わせて頂いていました。その道場で

は、いつも長時間練習出来ないので、短時

間で集中してやる期間が続きました。 

高校生になってくると全日本で少し

始めて、３位になったりしましたがなか

なか優勝する事が出来ませんでした。レス

リングはバックに回ると１ポイント、相手

を返すと１ポイント、背中を付けるとフォ

ール勝ちというルールです。１ポイントを

とるのもなかなか難しくて、地道な点数の

積み重ね、大きな点数の差は開かず、覚え

ているのが高校３年の春の大会の決勝の時

に、11 対 11 で、ラスト１点を取れば勝て

るという時です。いつもの自分の弱い心が

出て来て、「もうこれで早く終わらせたい。

あと１点を取って早く終わらせたい」と思

ってしまいました。仕掛けたのはいいです

が本当に訳がわからず、何を勘違いしたの

かタックルして足を持っているのに投げて

しまいました。足を一本背負いみたいに投

げて、それが滑って逆に１点を取られて負

けてしまいました。その時はすごくくやし
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代表は、その時

私

 

日

にあったの

で

る大会で、相手が参加

す

とって、一番思い出に残ったのが

こ

三好） 

とうございます。この中で唯一

の

かったです。くやしくて泣きました。しか

し、次に絶対に負けるものかとは、なかな

か思えませんでした。 

その年の世界選手権の

に勝った相手でした。その世界選手権に

私の姉も出場したので付いて行きました。

ポーランドでのことでした。いつもはサポ

ート役や練習で皆の打ち込みを受けたり雑

用もしていましたが、世界選手権の場で活

躍している皆を見てすごいなと思いました。

そして自分の階級の試合が始まって、

本の選手が一回戦、二回戦と勝ち進み、

決勝で 勝 ってす ご く嬉し か ったん で す。

「何で自分は頑張らなかったのだろう」、

「何であんな気持ちで疲れたとか、しんど

いとかで諦めてしまうのか」それが凄くく

やしくて、その世界選手権が終わってから

は猛練習をしました。今まで練習は頑張っ

ていましたが、自分が本当に世界選手権で

勝ちたいと思いだした時の練習とそれまで

の練習とは違っていました。日体大のトレ

ーニング場も使用させてもらえたので、い

つも練習の前に１時間半くらい自分で走っ

てウエイトして、綱があったので自分で綱

に昇っていました。 

その年の世界選手権は９月

すが、12 月に全日本選手権のオープン

トーナメントがあり、その試合で優勝する

事が出来ました。でも、私が高校３年生の

時、負けた相手はその試合に参加していま

せんでした。なぜか勝っても全然、嬉しく

なかったです。 

今度は３月にあ

るその試合で勝ちたいと思って、一生懸

命、練習しました。高校３年の最後の３月

の大会でその相手に勝つ事が出来ました。

その相手に勝って始めて自分が世界選手権

の代表になれました。ですから世界選手権

で怖いとか、躊躇とかは、全くありません

でした。いつも世界選手権でコーチをして

いる人が、私のパートナーとして働いてく

れていました。私は「次に私がマットに入

るのだ」と思うとわくわくしました。ちょ

うどその時期、母が癌で入院しており、私

が世界選手権に出発する日も入院していま

した。まだ子どもだった事もあり母がそん

なに重い病気とは思っていなかったので、

癌も治るだろうなという感覚でいました。

でも抗がん剤ですごく苦しんでいる姿を見

て、どこかで母の事を思いながら試合をし

ていたこともありました。その世界選手権

の決勝は、競った試合になり、あともう１

点取れば自分が勝つという状況になりまし

た。その時また、自分の中に「疲れてしま

った」という思いが出て来てしまいました。

それまでは絶対「自分は妥協しないし弱気

にならない」とずっと心にいい聞かせてい

たのです。その時にすごいタイミングで応

援団の浜口京子さんのお母さんが「聖子、

ママも頑張っているよ」と声を掛けてくれ

たのです。自分がしんどいと思うより、薬

と戦っているママの方が一番しんどいと思

い、ここで耐えなければと頑張っていたら

相手が倒れていました。それでも自分が勝

てたかわからず、これは誰のポイントだろ

うと思いましたが、得点板を見て自分のポ

イントとわかり、自分がチャンピオンにな

ったと思った瞬間ガッツポーズが出来まし

た。 

私に

の一回目の世界選手権でした。自分の弱

い気持ちを変える事が出来る事をその時、

始めて知りました。 

 

（

ありが

格闘技ということで、お話の中で恐怖と

か、怖さとかがなかったというお話でした

が、私は、お兄さんはどんな気持ちで戦う

のかなと思って試合を見ています。わくわ

く感があると伺ったのですが、どうなので

しょうか。 



 

ングは、パンチとかキックとか

決

 

（三好） 

気がします。ここにいらっしゃ

る

て、ソフトボールの齋藤さんお願

い

 

（齋藤） 

ンピックから１ヶ月と少し経ち

ま

の時、始めて決勝で嬉し涙を流しました。

、昨日は某テレビ局で清原選手の

引

たせて

頂

（山本） 

レスリ

め技はないので、それよりは安全なので

すけども、勝つことへのわくわく感であっ

たり、相手を倒すことへのわくわく感があ

ったりします。自分が一番高い所へのぼっ

て日の丸を掲げるという気持ちが強いです。

 

わかる

パネリストの皆さんも戦ってきて、一番

高いところへ上がった経験があると思うの

ですが、イメージトレーニングというもの

を我々はすごく大切にしていて、負けるこ

とを一切考えないという練習をしていませ

んか。勝つイメージだけで練習しています

よね。苦しい練習でも勝つというイメージ

で練習していると恐怖とか怖いとかが消え

て、わくわく感だけで試合に臨めるのでは

ないかと思います。ありがとうございまし

た。 

続い

します。 

北京オリ

した。やっと、実感がわいてきた感じが

します。本当に、皆さんに、神奈川県の県

民の皆様を含め、全国の皆さんにいつも声

援をいただいて、それが励みになって金メ

ダルという結果になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ

今、山本さんがお話されたように、日の丸

を揚げた時、国歌を歌いながらボロボロ号 

泣しました。今までは成し得る事が出来な

かった悔しさがありましたが、達成出来た

事は本当に恩返しが出来たなという思いで

す。 

また

退式を見て感動して号泣してしまいま

した。清原選手にも色んなストーリーが

あったのだなと感じました。今日ここに

来まして、またアスリートの方々の話を

聞いていて感動しました。人生において

も勉強になるなと思いました。そして、

先ほどの高校生のマーチングバンドには

本当に感動しました。私はソフトボール

をしているので団体競技で、各ポジショ

ンの動きを見ますが、一糸乱れずに各仕

事をひとり一人がやることは相当の練習

量と毎日の鍛錬のたまもので、だから一

丸となって気持ちを合わせてやるという

ことができたのかなと思います。皆さん

に拍手をしたい思いで一杯です。 

そんな思いをして今、ここに立

いています。まさに世界への挑戦という

ことですが、私はヘッドコーチを拝命しま

した。それまでは成田さんと同じで、アト

ランタからシドニー、アテネまで選手とし

てオリンピックに出場しました。結果とし

てソフトボールはアトランタで４位、シド

ニーは銀メダル、そして金しかないと思っ 
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て望んだアテネは銅メダルに終わりくやし

テネのオリンピックが終わり新旧の

交代で、半分以上の選手が抜けてしまいま

し

目標に掲げていましたが、

で

つためにはバックを信頼し

て

の経験があった

か

い思いをしました。そういった中での指導

者という立場を２年前に拝命したのですが、

この選手達に私がなしえなかった目標の金

メダルを絶対にかけさせてあげたいと思い

ました。そこからが、スタートであって苦

労とはいえないが、毎日、毎日が葛藤の

日々といいますか、努力をした日々であっ

たと思います。 

 

 

ア

た。上野投手は経験していますが、選手

層の大半が若手のオリンピックを経験して

ない選手になってしまいました。その中で

皆さんの期待に応えるべく金メダルを獲得

するということは、至難の業でどうやった

らいいのかわかりませんでした。その時、

最初に思ったのはまず、選手ひとり一人に

世界一になるということをしっかり認識さ

せようということです。ずっとアメリカが

一番強いチームでいつもアメリカに決勝で

負けて悔しい思いをしていました。そのア

メリカにまず勝つためにはどうしたらいい

のか、そういう事をチームを結成した時に、

フリーディスカッションで選手主体で話を

させました。 

まず始めに思ったのは、アテネまでは

金メダル獲得を

も、私の思いは金メダルではなく「世界

一」。この「世界一」になるのだという強

い思いを強く打ち出しました。メダルはも

のであるが、そうでなくてもっともっと大

きなもの、全ての物で世界一になるという

大きな目標がないとダメだと思いました。

そういうことを念頭に、金メダルではなく

て「世界一」ということを意識させました。

一例をあげると上野投手。非常に真面目で

毎日毎日自分をストイックなまでに追い込

み、目標に向けて頑張る選手です。ただ、

アテネが終わったあと彼女が話していたこ

とは「私が全て頑張る。守りは守備の人に

頼ってはいけない。全てを自分が背負って

行く」ということです。その考え方という

のはある意味、自分が率先して頑張るとい

う事で非常に素晴らしいことだと思います

が、バックがいて、野手が守って始めてチ

ーム競技として勝ちを得る事が出来ると私

は思います。 

そういう意味でも上野投手には「世界

でアメリカに勝

、そして打たせて取ることが大事なの

だ」と話をしていきました。上野投手は理

解してくれました。嬉しかったのは優勝し

たときの彼女のコメントが「野手を信じて

よかったな」といったことです。それを彼

女に伝えるのには随分時間がかかりました。

それから、西山選手、横須賀出身の彼女は

ショートストップで、本当にすばらしい活

躍をして最後にメモリアルな一打を打って

くれました。彼女には、スポーツが出来な

い病気を患った過去があり、それを乗り越

えてここまできました。 

私も実は小学校の時、スポーツが出来

ない難病を患いました。そ

らこそ西山選手の気持ちがわかったのだ

と思います。経験してきたからこそいえる

のですが、「目標を持って、信じてやれば

出来る。」先ほど具志堅先生は「ピンチを

チャンスにする」とおっしゃいましたが、
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います。ロ

ン

三好） 

とうございました。オリンピッ

ク

 

 

 

 

 

 

 

パネルディスカッション 

具志堅） 

わっていったという一言は、その

時

は選手を毎日見ているからいえるのですね。

にこの言葉がとは

なるほどと思いました。私は野球が好きで

ソフトボールを始めたのですが、体をこわ

しスポーツが出来なくなった時、これだけ

の人たちが支えてくれているということを

子供ながらに感じることができました。本

当にその時は大変な思いをしましたが、非

常に良い経験をしたと思います。今は完治

してこのような場に立てて、北京オリンピ

ックで世界一を達成できました。本当に

色々な人に感謝しています。 

しかし残念ながらソフトボールはオリ

ンピックの種目から外れてしま

ドンオリンピック以降は種目がないので

す。2016 年に東京でオリンピック競技が

開催されて、ソフトボールが復活してくれ

ればいいなと願っています。そのためには

私達だけでなく皆さんの協力が大切になる

と思いますので、本当にこれからもご支援

よろしくお願いします。 

 

（

ありが

選手からチームを引っ張るという立場に

なられました。「金メダル」ではなく「世

界一」にという形でチームを引っ張られて、

そのちょっとした表現の違いで選手の意識

も、ものすごく変わったと思います。そう

いった指導者たちの言葉はありがたいもの

です。選手も気持ちが変わると思います。

この後ディスカッションに移らせて頂きま

す。選手を変える一言、またこの一言で変

わったということ、皆さんが活かされた一

言や自分自身が変わった一言があればお願

いします。 

 いえるし、もう止めときなさいともいえる。そ

（

私自身が変

々で色々な影響を受けましたので、どれが一

番なのかは正直わかりません。選手がウオーミ

ングアップした段階で今日はこのくらいできる

だろうとわかります。もっとできるだろうとも 

 

れ

基本的には練習や試合で成功すれば選手が良か

った。失敗したら監督のせいになる。そういう

立場で接していると選手に対しての一言は、そ

の場面場面で変わります。 

選手の目標に対してこの言葉が本当に良いの

かと考えていますが、具体的
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な

先ほど、レスリングの山本さんから試合中、

さんのお母さんがおっしゃった「ママ

も

家はやりたいことをやらせてくれていました。

スリングをやろうと決めたのに、練習

を

父さんも続けさせたかったのですね。 

（山

え、そんなに先を考えて言ったのではなく、

なく出た一言だと思います。 

 

何気ない一言で大きく変わる。そして世界一

ということですね。私のほうは以上で

す

皆さんの話を聞いていると環境がいいなと思

オリンピックの選手と比べるとパラリ

ン

齋藤春香さんにお尋ねします。北京オリンピ

う前に金メダルが取れそうだという

こ

一戦必勝という思いで初戦のオーストラリア

ました。10 試合やったのですけども、

決

４年前のアテネオリンピックで、当時の体操

場に行って、ロシアの選手、そして

中

人総合の時に私は５番からスタ

ー

かなかいえません。 

 

（三好） 

浜口京子

頑張っている」という一言が聞こえた」とあ

りましたが、山本さんはスポーツ一家でいらし

たのですが、お父さんからこんな風に育てられ

たということはありますか。 

 

（山本） 

自分でレ

しないで試合で負けて泣いていたら、父に

「辞めてもいいよ」と言われたことがあります。

これが一番大きかったです。父から真剣に言わ

れて子どもながらにハッと思いました。これは

やらなきゃいけない。その一言でレスリングに

目覚めた、「レスリングが好きなんだ」と思わせ

てくれた一言です。 

 

（三好） 

お

 

本） 

い

ただ何気

（三好） 

になった

けども、パネリストの皆様から聞きたいこと

はありますか。 

 

（成田） 

います。

ピックの選手はスポーツをする環境がまだま

だ整っていないですね。毎日仕事をして働いて、

週末に合宿に行って、それも合宿代も自腹で払

って、そういう状況なのです。山本さんみたい

に自分の力ももちろんなのですけど、お父さん

が環境をある程度整えてくれたと伺うとパラリ

ンピックはまだまだだと思います。そのために

は皆さんの理解が必要だなと感じました。 

 

（具志堅） 

ックに向か

とを具体的に思えましたか。100 が金メダル間

違いなしだとしたらどのくらいの数字で出発し

ましたか。 

 

（齋藤） 

戦に臨み

勝のアメリカ戦に入った時には「ほぼいけ

る」と思いました。一戦一戦 10％ずつ上がって

いくというそんな感じでした。 

 

（具志堅） 

の選手が会

国の選手の練習を見た時に「行けそうだ」と

思ったらしいです。選手自身が「行けそうだ」

と思い、それに対して監督、コーチが「行けそ

うだ」と思うこと、これにもってくのが一番大

事だと思うのです。そのための準備があると思

っています。 

これは私自身の経験ですが、ロサンゼルスオ

リンピックの個

トしたのですね。決勝の個人総合の時に会場

へ向かうバスで 40 分間揺られている中で、これ

から始まる試合のことをイメージしました。そ

うすると、自分の中でどんどんテンションが上

がっていきました。心臓がドキドキして心臓が

口から出てきそうになりましたが、ゴクンとの

みこんで鞍馬の演技をしました。通りました。

手に汗をかきました。吊り輪、これは得意な種

目ですから、イメージもできました。跳馬、平

行棒、鉄棒、ゆか、６種目が終わった時に具志

堅幸司が優勝しているというイメージが頭の中



にできました。バスの中で涙を流しました。「何

感激しているのだ。これから始まるのに何考え

ているのだ」と言われました。成功するという

ことは具体的なイメージを映像化することだと

私は思っています。４年前に選手が「いけそう

だ」といった言葉と、私が 24 年前に経験した

「優勝のイメージで自分が感激したこと」と同

じだと思います。つまり勝つという時はそうい

う要素、つまり勝つゾーンがあると思います。

そのゾーンというのは練習から来るだろうと思

います。そして皆さんが共通しておっしゃって

いる通り、目標が具体的であったということ、

そこに尽きると思います。 

 

（三好） 
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ごく奥が深い話ですね。他にパネリストの

きたいことはありますか。 

さんの座右の銘はありますか。 

（具

「突破、突破、限界への挑戦」。 

（成

特にはないですけど「夢に向かって一歩ず

うのは、一言書いて下さいといわれた

時

く自分自身気持ちが弱くて、弱い気持

ち

（齋藤） 

とうございました。私は「感謝」の一

文

三好） 

本日この体育センターでジュニア対象

の

 

メッセージ 

具志堅） 

」、「無理をしない」ということです。

今

を咲かせようとします。でもそれは違います。

す

皆様に聞

 

（齋藤） 

皆

 

志堅） 

 

田） 

つ」とい

には書いています。何がきっかけというわけ

ではないですけど、自分が車椅子での生活にな

った時、一番自分が大きく変わりました。だか

ら何かきっかけがあったのかと聞かれると特別

なきっかけはありませんでした。「車椅子を必要

としているから乗っているだけ」とそういう感

覚になれた時、自分の中でも気持ちがスッと楽

になったのを覚えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（山本） 

とにか

を変えるために「絶対弱気にならない。妥協

しない。最後のラスト１秒まで諦めない。」それ

を常に自分に言い聞かせていました。 

 

ありが

字です。 

 

（

最後に

スポーツ体験教室が開催されています。この

会場の中にもジュニアの指導者の方々や保護者

の方々がおられると思います。そういった方々

にメッセージを一言お願いします。 

 

 いので、かなり詰め込んでその時期に大きな花

（

「楽しむ

の指導者を見ていますと、どうしても与えら

れた期間でしか子供たちと接することができな 

 

もっと基本をやらなければ、もっと遊ばなけれ

ば、もっと余裕を持たなければいけないと思い

ます。そんな指導をしていって欲しいと思いま

す。 
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私は１番にならなくてもいいと思います。ス

できる喜びや楽しさを多くの人に伝え

て

私は小さい頃全く練習をしない選手でしたけ

スリングをいままで続けられたのは好

き

まず、思いますのは「仲間づくり」。友達をた

ったほうがいいと思います。 

いうこと

が

ありがとうございました。短い時間でしたけ

パネリストの方々から、普段聞くこと

の

方」、「ささえる方」、スポーツへの関わり

方

きまして

あ

 

（成田）

ポーツを

欲しいと思います。例えば泳げなかった人が

泳げるようになる。次に１秒でも速く泳げるよ

うになる。そうやって自分で目標を設定してい

けるようになることが良いことではないかと思

います。 

 

（山本） 

れど、レ

っていう気持ちがあったからだと思います。

とにかくやっている競技を好きでいられるよう

な環境を作ってあげて欲しいです。 

 

（齋藤） 

くさん作

今の時代、コミュニケーションが非常に大事

だと思います。友達をたくさん作ると

とても大切なのかなと思います。 

 

（三好） 

れども、

できない貴重な体験談をお聞きすることがで

きました。その話の中からは、スポーツのもつ

魅力はもちろんのこと、「世界に挑戦することを

通して努力することの素晴らしさ」、また「周囲

への感謝の気持ち」、また「友達であり仲間」、

こういったものの大切さを感じとれたと思いま

す。 

本日、ご参加の皆様もスポーツを「する方」、

「みる

は様々でしょうけれども、それらを通してで

きること、スポーツは素晴らしいものであるこ

とを改めて感じとって頂けたのではないでしょ

うか。神奈川県では生涯スポーツ社会実現に向

けて、様々な取り組みを行っています。このア

スリートネットワークの活動もまさに、スポー

ツを通じた幅広い社会貢献にあると思います。

本日、こうして皆様方とコンベンションを開催

できたことが、未来の神奈川のアスリートのた

めに、そして神奈川のさらなるスポーツの振興

のために役立つことを願っています。 

パネリストの皆様、会場の皆様、短い時間で

したけれども、お付き合いしていただ

りがとうございました。 
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